
(57)【要約】

【課題】　ＲＣ遅延のばらつきを抑制することによって

液晶パネルの表示画面のばらつきを抑制する。

【解決手段】　アクティブマトリクス基板と、アクティ

ブ基板と向かい合うように設けられた対向基板とを有し

、アクティブマトリクス基板と対向基板との間が液晶層

により充満されてなる液晶パネルにおいて、複数本の平

行なデータ線と複数本の平行な走査線がアクティブマト

リクス基板上に配列されてアクティブ領域と呼ばれる画

素マトリクスを形成し、アクティブ領域の円周には、複

数個のＯＬＢ区域があり、各ＯＬＢ区域内には、複数個

の駆動素子と接続するための接続パッドが設けられてい

る。各ＯＬＢ区域とそれぞれ接続されたファンアウト区

域内には複数本の導線が設置されている。各導線には夫

々の所定の容量の補償キャパシタが接続されており、導

線の抵抗値と総容量との積は、各導線において略同じで

ある。

【選択図】　図６（ａ）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｒ Ｃ 遅 延 の ば ら つ き を 抑 制 す る 補 償 キ ャ パ シ タ を 有 す る 液 晶 パ ネ ル で あ っ て 、
　 基 板 と 、
　 複 数 本 の デ ー タ 線 と 、
　 該 複 数 本 の デ ー タ 線 と 交 差 し て 前 記 基 板 上 で 複 数 個 の 画 素 を 構 成 す る 複 数 本 の 走 査 線 と
、
　 前 記 基 板 上 に お い て 形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ の 、 内 部 に 複 数 個 の 接 続 パ ッ ド を 有 す る
外 部 リ ー ド 接 合 区 域 と 、
　 前 記 複 数 個 の 接 続 パ ッ ド と 、 前 記 複 数 本 の デ ー タ 線 ま た は 前 記 複 数 本 の 走 査 線 と を 接 続
す る 複 数 本 の 導 線 と 、
　 前 記 複 数 本 の 導 線 と 夫 々 接 続 さ れ た 複 数 個 の 前 記 補 償 キ ャ パ シ タ と を 有 し て な り 、
　 前 記 補 償 キ ャ パ シ タ の 容 量 値 が 、 夫 々 の 前 記 導 線 の 抵 抗 値 と 容 量 値 と の 積 が 略 同 じ に な
る よ う に す る 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 　 前 記 補 償 キ ャ パ シ タ と 前 記 導 線 と が 夫 々 直 列 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 補 償 キ ャ パ シ タ と 前 記 導 線 と が 並 列 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 導 線 が 直 線 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 導 線 が ジ グ ザ グ 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 導 線 の う ち の 最 外 側 の 導 線 と 接 続 さ れ た 前 記 補 償 キ ャ パ シ タ の 容 量 値 が 最 も 小 さ く
、 中 央 位 置 に 近 い 導 線 ほ ど 、 該 導 線 と 接 続 さ れ た 前 記 補 償 キ ャ パ シ タ の 容 量 値 が 大 き く な
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 各 々 の 前 記 補 償 キ ャ パ シ タ の 容 量 値 が 、 該 補 償 キ ャ パ シ タ と 接 続 さ れ た 前 記 導 線 の 位 置
に 応 じ て 、 中 央 の 導 線 の 位 置 を 中 心 に し て 左 右 対 称 に 変 化 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 複 数 本 の 導 線 が 、 １ つ の 扇 形 の フ ァ ン ア ウ ト 区 域 を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 パ ネ ル 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｒ Ｃ 遅 延 の ば ら つ き を 抑 制 す る 補 償 キ ャ パ シ タ を 有 す る 液 晶 パ ネ ル 、 具 体 的
に は す べ て の 制 御 線 上 に お い て 均 一 の 遅 延 時 間 を 有 す る 液 晶 パ ネ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 液 晶 パ ネ ル の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 の 回 路 説 明 図 で あ る 。 図 示 の よ
う に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ０ は 複 数 本 の デ ー タ 線 １ ３ と 複 数 本 の 走 査 線 １ ２ と が
互 い に 垂 直 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ０ の ア ク テ ィ ブ 領 域 Ｂ
に は 、 複 数 個 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） が 設 け ら れ て お り 、 こ の 領 域 に お い て 、 デ ー
タ 線 １ ３ と 走 査 線 １ ２ と が 互 い に 交 差 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 デ ー タ 線 １ ３ と 走 査 線 １ ２ は ア ク テ ィ ブ 領 域 Ｂ か ら 外 に 延 び 出 て お り 、 駆 動 素 子 に よ り
発 生 さ れ た 信 号 を 伝 達 す る こ と が で き る 。 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ０ に は 、 ア ク テ ィ
ブ 領 域 Ｂ の 円 周 に 位 置 す る 外 部 リ ー ド 接 合 （ ｏ ｕ ｔ ｅ ｒ － ｌ ｅ ａ ｄ 　 ｂ ｏ ｎ ｄ ｉ ｎ ｇ ； Ｏ
Ｌ Ｂ ） 区 域 １ ４ 内 が あ り 、 こ の 区 域 １ ４ 内 に 複 数 個 の 接 続 パ ッ ド が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ
ら の 接 続 パ ッ ド は 複 数 個 の 駆 動 素 子 と の 接 続 に 使 用 さ れ る も の で あ る 。 各 Ｏ Ｌ Ｂ 区 域 １ ４
は 各 フ ァ ン ア ウ ト （ ｆ ａ ｎ － ｏ ｕ ｔ ） 区 域 １ ６ と 夫 々 接 続 さ れ て お り 、 各 々 の フ ァ ン ア ウ
ト 区 域 １ ６ に は 複 数 の 導 線 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ２ は 図 １ の Ｃ 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。 図 示 の よ う に 、 導 線 １ ５ （ 図 中 １ ５ １ ， ・ ・ ・ ，
１ ５ ２ ， ・ ・ ・ ） は 直 線 状 で あ る 。 各 導 線 １ ５ は 同 じ 厚 さ と 幅 を 有 す る 一 方 、 異 な る 長 さ
に よ っ て 抵 抗 値 が 異 な る 。 特 に 最 も 外 側 の 導 線 １ ５ １ と 中 央 の 導 線 １ ５ ２ の 夫 々 の 抵 抗 値
は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 大 き く 異 な る 。 導 線 １ ５ の 抵 抗 値 は 次 式 で 算 出 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 　 　 Ｒ ＝ ρ ・ Ｌ ／ Ｓ 　 　 　 　 　 　 　 （ １ ）
　 　 　 　 但 し 、 ρ ： 抵 抗 率
　 　 　 　 　 　  Ｌ ： 長 さ
　 　 　 　 　 　  Ｓ ： 断 面 積

　 図 ３ （ ａ ） と 図 ３ （ ｂ ） の 横 軸 は 図 ２ 中 の 最 左 側 か ら 最 右 側 ま で の 導 線 １ ５ の 番 号 を 示
し て お り 、 図 ３ （ ｂ ） は 夫 々 の 番 号 が 対 応 す る 導 線 １ ５ の 容 量 値 Ｃ を 示 し て い る 。 信 号 が
何 れ の デ ー タ 線 １ ３ ま た は 走 査 線 １ ２ に よ り 転 送 さ れ て も 、 前 述 の 抵 抗 値 Ｒ と 容 量 値 Ｃ の
積 は 信 号 伝 達 の 遅 延 時 間 と 直 接 関 係 す る 。 し た が っ て 、 各 導 線 １ ５ の 抵 抗 キ ャ パ シ タ ン ス
遅 延 （ Ｒ Ｃ 遅 延 ） に よ る 遅 延 時 間 は 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 中 央 の 導 線 １ ５ ２ を 中 心
と し て 対 称 的 に 変 化 し 、 中 央 の 導 線 １ ５ ２ に お い て 最 も 短 く 、 中 央 か ら 外 側 に い く 導 線 ほ
ど 長 く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 走 査 線 １ ２ 同 士 間 の 遅 延 時 間 が 異 な る と 、 表 示 画 面 に ち ら つ き を 生 じ さ せ る た め 、 画 質
劣 化 が 生 じ て し ま う と い う 問 題 が あ る 。 そ の た め に 、 図 ４ に 示 す フ ァ ン ア ウ ト 区 域 １ ６ ’
の よ う に 、 導 線 の 一 部 を ジ グ ザ グ 状 に 配 置 し 、 導 線 間 の 抵 抗 値 の 差 異 を 低 減 す る 方 法 が 考
え ら れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 す べ て の 導 線 が 、 フ ァ ン ア ウ ト 区 域 の 範 囲 内 に 設 置 さ れ る 制 約 が あ る た め 、 ジ
グ ザ グ 状 の 中 間 部 の 導 線 １ ５ ２ ’ の 全 長 が 最 外 側 の 真 直 ぐ な 導 線 １ ５ １ ’ よ り 相 変 わ ら ず
短 い 。 し た が っ て 、 中 間 部 の 導 線 １ ５ ２ ’ を ジ グ ザ グ 状 に し た 液 晶 パ ネ ル に お い て も 、 導
線 １ ５ １ ’ の Ｒ × Ｃ の 値 は 導 線 １ ５ ２ ’ の Ｒ × Ｃ の 値 と 同 じ 値 に な ら ず 、 前 述 し た ち ら つ
き の 問 題 は 依 然 と し て 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 所 定 の 容 量 値 を 有 し 、 各 導 線 間 の Ｒ
Ｃ 遅 延 の ば ら つ き を 抑 制 す る こ と が で き る 補 償 キ ャ パ ヒ タ を 有 す る 液 晶 パ ネ ル を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 液 晶 パ ネ ル は 、 そ の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 上 に 、 複 数 本 の 平 行 な デ ー タ 線
と 複 数 本 の 平 行 な 走 査 線 が 配 列 さ れ て 、 ア ク テ ィ ブ 領 域 と な る 画 像 マ ト リ ク ス を 形 成 す る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 ア ク テ ィ ブ 領 域 の 円 周 に は 、 複 数 個 の 外 部 リ ー ド 接 合 区 域 （ Ｏ Ｌ Ｂ 区 域 ） が あ り 、
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夫 々 の Ｏ Ｌ Ｂ 領 域 内 に は 、 複 数 個 の 駆 動 素 子 と の 接 続 の た め の 複 数 個 の 接 続 パ ッ ド が 設 け
ら れ て い る 。 各 Ｏ Ｌ Ｂ 領 域 は そ れ ぞ れ 、 複 数 本 の 導 線 が 配 置 さ れ た １ つ の フ ァ ン ア ウ ト 区
域 と 接 続 さ れ て い る 。 各 導 線 に は 補 償 キ ャ パ シ タ が 接 続 さ れ て お り 、 こ れ ら の 補 償 キ ャ パ
シ タ は 夫 々 の 所 定 の 容 量 値 を 有 し 、 各 導 線 間 の Ｒ Ｃ 遅 延 の ば ら つ き を 一 致 さ せ る も の で あ
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 形 態 と な る 液 晶 パ ネ ル の 回 路 説 明 図 で あ る 。 図 示 の よ う に 、 本 実 施
形 態 の 液 晶 パ ネ ル は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 ５ ０ を 有 し 、 そ の 上 に 複 数 本 の デ ー タ 線
５ ３ と 、 デ ー タ 線 ５ ３ に 垂 直 す る 複 数 本 の 走 査 線 ５ ２ と が 設 け ら れ て い る 。 図 中 ア ク テ ィ
ブ 領 域 Ｄ は 、 複 数 個 の 図 示 し な い 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） に よ り 形 成 さ れ た も の で あ
り 、 こ の 領 域 内 に お い て 、 デ ー タ 線 ５ ３ と 走 査 線 ５ ２ と が 垂 直 に 交 差 す る 。 ま た 、 本 実 施
形 態 の 液 晶 パ ネ ル は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 ５ ０ と 向 き 合 う よ う に 設 け ら れ た 図 示 し
な い 対 向 基 板 を 有 し 、 こ の 対 向 基 板 と ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 ５ ０ と 間 の 図 示 し な い 空
隙 は 液 晶 層 に よ り 充 満 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 デ ー タ 線 ５ ３ と 走 査 線 ５ ２ が こ の ア ク テ ィ ブ 領 域 Ｄ か ら 外 に 延 び 出 て 、 駆 動 素 子 に よ り
発 生 さ れ た 信 号 を 伝 達 す る こ と が で き る 。 ア ク テ ィ ブ 領 域 Ｄ の 円 周 に 隣 接 す る 外 部 リ ー ド
接 合 区 域 （ Ｏ Ｌ Ｂ 区 域 ） ５ ４ に は 、 複 数 個 の 駆 動 素 子 と 夫 々 接 続 す る た め の 複 数 個 の 接 続
パ ッ ド が 設 け ら れ て い る 。 各 Ｏ Ｌ Ｂ 区 域 ５ ４ は そ れ ぞ れ １ つ の フ ァ ン ア ウ ト 区 域 ５ ６ に 接
続 さ れ 、 各 各 フ ァ ン ア ウ ト 区 域 ５ ６ 内 に は 複 数 本 の 導 線 ５ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 液 晶 パ ネ ル の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 ５ ０ に お い て 、 Ｏ Ｌ Ｂ 区 域 ５ ４ と
ア ク テ ィ ブ 領 域 Ｄ と の 間 に 、 図 １ に 示 す 従 来 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 １ ０ に 無 い 複 数
個 の 補 償 回 路 区 域 ５ １ が 設 け ら れ て い る 。 図 ６ （ ａ ） は 図 ５ 中 の Ｅ 部 分 の 拡 大 図 で あ り 、
補 償 回 路 区 域 ５ １ 内 の 詳 細 な 回 路 配 置 を 示 し て い る 。 図 示 の よ う に 、 フ ァ ン ア ウ ト 区 域 ５
６ の 中 央 に あ る 導 線 、 た と え ば 図 中 Ｌ ｎ － １ ～ Ｌ ｎ ＋ １ は 、 線 中 の 一 部 分 ５ ５ ２ が ジ グ ザ
グ 形 状 に な っ て い る 。 各 導 線 Ｌ １ ～ Ｌ ２ ｎ に 補 償 キ ャ パ シ タ Ｃ １ ～ Ｃ ２ ｎ が そ れ ぞ れ 接 続
さ れ て お り 、 こ れ ら の 補 償 キ ャ パ シ タ は 回 路 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な ど の 結 果 に 基 づ い て 決
め ら れ た そ れ ぞ れ の 所 定 の 容 量 値 を 有 す る も の で あ る 。 各 々 の 補 償 キ ャ パ シ タ Ｃ １ ～ Ｃ ２

ｎ の 容 量 値 は 各 々 の 導 線 Ｌ １ ～ Ｌ ２ ｎ 間 の Ｒ Ｃ 遅 延 の ば ら つ き を 抑 制 す る こ と が で き る 値
で あ り 、 す な わ ち 、 こ れ ら の 補 償 キ ャ パ シ タ Ｃ １ ～ Ｃ ２ ｎ を 元 の 回 路 に 加 え る こ と に よ っ
て 、 各 々 の 導 線 間 の 抵 抗 値 と 容 量 値 （ 補 償 キ ャ パ シ タ に よ る 補 償 後 の 総 容 量 値 ） の 積 の 差
異 が 最 小 値 に 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 例 で は 、 各 補 償 キ ャ パ シ タ Ｃ １ ～ Ｃ ２ ｎ は そ れ ぞ れ 対 応 す る 導 線 Ｌ １ ～ Ｌ ２ ｎ と
並 列 に 接 続 さ れ て い る 。 図 ６ （ ｂ ） は 、 導 線 Ｌ １ と キ ャ パ シ タ Ｃ １ と が 並 列 に 接 続 さ れ た
場 合 の 等 価 回 路 図 を 示 し て い る 。 図 中 Ｒ Ｌ １ と Ｃ Ｌ １ は そ れ ぞ れ 導 線 Ｌ １ の 等 価 抵 抗 と 等
価 容 量 を 示 す も の で あ る 。 こ の 並 列 回 路 の 総 容 量 値 Ｃ Ｔ は 次 の 式 （ ２ ） で 表 す こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】

　 　 　 　 　 Ｃ Ｔ ＝ Ｃ Ｌ １ ＋ Ｃ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ ）
　 　 　 　 　 但 し 、 Ｃ Ｔ ： 総 容 量 値
　 　 　 　 　 　 　 　 Ｃ Ｌ １ ： 導 線 Ｌ １ の 容 量 値
　 　 　 　 　 　 　 　 Ｃ １ ： 補 償 キ ャ パ シ タ Ｃ １ の 容 量 値

　 こ こ で 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 補 償 キ ャ パ シ タ Ｃ ’ １ ～ Ｃ ’ ２ ｎ を そ れ ぞ れ 対 応 す
る 導 線 Ｌ １ ～ Ｌ ２ ｎ と 直 列 に 接 続 す る よ う に し て も よ い 。 同 じ よ う に 、 フ ァ ン ア ウ ト 区 域
５ ６ の 中 央 に あ る 導 線 、 例 え ば 図 中 Ｌ ｎ － １ ～ Ｌ ｎ ＋ １ は 、 線 中 の 一 部 分 ５ ５ ２ が ジ グ ザ
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グ 形 状 に な っ て い る 。 各 導 線 Ｌ １ ～ Ｌ ２ ｎ に 補 償 キ ャ パ シ タ Ｃ ’ １ ～ Ｃ ’ ２ ｎ が そ れ ぞ れ
接 続 さ れ て お り 、 こ れ ら の 補 償 キ ャ パ シ タ は 回 路 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な ど の 結 果 に 基 づ い
て 決 め ら れ た そ れ ぞ れ の 所 定 の 容 量 値 を 有 す る も の で あ る 。 各 々 の 補 償 キ ャ パ シ タ Ｃ ’ １

～ Ｃ ’ ２ ｎ の 容 量 値 は 各 々 の 導 線 Ｌ １ ～ Ｌ ２ ｎ 間 の Ｒ Ｃ 遅 延 の ば ら つ き を 抑 制 す る こ と が
で き る 値 で あ り 、 す な わ ち 、 こ れ ら の 補 償 キ ャ パ シ タ Ｃ ’ １ ～ Ｃ ’ ２ ｎ を 元 の 回 路 に 加 え
る こ と に よ っ て 、 各 々 の 導 線 間 の 抵 抗 値 と 容 量 値 （ 補 償 キ ャ パ シ タ に よ る 補 償 後 の 総 容 量
値 ） の 積 の 差 異 が 最 小 値 に 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ６ （ ｃ ） に 示 す 例 で は 、 各 補 償 キ ャ パ シ タ Ｃ ’ １ ～ Ｃ ’ ２ ｎ は そ れ ぞ れ 対 応 す る 導 線
Ｌ １ ～ Ｌ ２ ｎ と 直 列 に 接 続 さ れ て い る 。 図 ６ （ ｄ ） は 、 導 線 Ｌ １ と キ ャ パ シ タ Ｃ ’ １ と が
直 列 に 接 続 さ れ た 場 合 の 等 価 回 路 図 を 示 し て い る 。 図 中 Ｒ Ｌ １ と Ｃ Ｌ １ は そ れ ぞ れ 導 線 Ｌ

１ の 等 価 抵 抗 と 等 価 容 量 を 示 す も の で あ る 。 こ の 直 列 回 路 の 全 容 量 値 Ｃ ’ Ｔ は 次 の 式 （ ３
） で 表 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】

　 　 　  １ ／ Ｃ ’ Ｔ ＝ １ ／ Ｃ Ｌ １ ＋ １ ／ Ｃ ’ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ３ ）
　 　 　  但 し ， Ｃ ’ Ｔ ： 総 容 量 値
　 　 　 　 　 　 　 Ｃ Ｌ １ ： 導 線 Ｌ １ の 容 量 値
　 　 　 　 　 　 　 Ｃ ’ １ ： 補 償 キ ャ パ シ タ Ｃ ’ １ の 容 量 値
　 　  

　 図 ７ （ ａ ） は 図 ６ に 示 す 各 導 線 の 抵 抗 値 を 示 し て お り 、 そ の 横 軸 は 、 図 ６ に 示 さ れ る 最
左 端 の 導 線 Ｌ １ か ら 最 右 端 の 導 線 Ｌ ２ ｎ ま で の 指 定 番 号 を 示 す も の で あ る 。 な お 、 本 実 施
形 態 に お い て 、 ２ ｎ を ２ ４ ０ と す る 。 図 示 の よ う に 、 中 央 の 導 線 Ｌ ｎ は 最 も 小 さ い 抵 抗 値
を 有 し 、 す な わ ち 、 中 央 の 導 線 Ｌ ｎ の 一 部 ５ ２ ２ を ジ グ ザ グ 形 状 に し て も 、 そ の 長 さ は 依
然 と し て 他 の 導 線 よ り 短 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 最 大 の 容 量 値 を 有 す る 補 償 キ ャ パ シ タ を 中 央 の 導 線 Ｌ ｎ に 接 続 し
、 最 小 の 容 量 値 を 有 す る 補 償 キ ャ パ シ タ を 最 も 外 側 の 導 線 Ｌ １ ま た は Ｌ ２ ｎ に 接 続 す る 。
こ の よ う に 各 補 償 キ ャ パ シ タ を 接 続 し た 結 果 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 各 導 線 の 総 容 量
値 は 、 最 も 外 側 の 導 線 Ｌ １ か ら 中 央 の 導 線 Ｌ ｎ ま で 、 各 導 線 間 の Ｒ Ｃ 遅 延 の ば ら つ き を 抑
制 す べ く 、 次 第 に 増 加 す る 。 ま た 、 各 導 線 は 、 最 も 短 い 中 央 の 導 線 を 中 心 に し て 左 右 対 称
に 長 く な る の で 、 導 線 の 総 容 量 値 も 、 中 央 の 導 線 を 中 心 に し て 左 右 対 称 に 変 化 す る （ こ こ
で は 小 さ く な る ） よ う に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 導 線 の 抵 抗 値 と 容 量 値 （ こ こ で は 補 償 キ ャ パ シ タ に よ る 補 償 後 の 総 容 量 値 ） の 積 は 、 デ
ー タ 線 ５ ３ ま た は 走 査 線 ５ ２ 上 の 伝 送 信 号 の 遅 延 時 間 と 直 接 関 係 す る 。 図 ７ （ ｃ ） は 、 図
４ に 示 す 各 導 線 の 抵 抗 値 と 容 量 値 の 積 を 示 す 図 で あ る 。 図 示 の よ う に 、 最 左 端 の 導 線 Ｌ １

か ら 最 右 端 の 導 線 Ｌ ２ ｎ ま で の 各 導 線 の 抵 抗 値 と 容 量 値 と の 積 は 略 一 致 す る 。 す な わ ち 、
本 実 施 形 態 の 液 晶 パ ネ ル に お い て 、 各 導 線 の Ｒ Ｃ 遅 延 は 相 似 し て お り 、 導 線 間 の Ｒ Ｃ 遅 延
時 間 の ば ら つ き が 抑 制 さ れ て い る た め 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の ち ら つ き 問 題 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 技 術 内 容 と 技 術 の 特 徴 に つ い て 説 明 し た が 、 当 分 野 の 技 術 者 は 本 発 明 の
説 明 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 主 旨 か ら 逸 脱 し な い さ ま ざ ま な 代 替 お よ び 変 更 を 行 う こ と が 可
能 で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 保 護 範 囲 は 、 実 施 形 態 で 開 示 し た も の に 限 る べ き で は な
く 、 本 発 明 か ら 逸 脱 し な い さ ま ざ ま な 代 替 お よ び 変 更 、 な ら び に 特 許 請 求 の 範 囲 で カ バ ー
さ れ た も の を 包 含 す る も の と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 従 来 的 液 晶 パ ネ ル の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 の 回 路 説 明 図
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【 図 ２ 】 図 １ の Ｃ 部 分 の 拡 大 図
【 図 ３ （ ａ ） 】 図 ２ 中 の 各 導 線 の 抵 抗 値 を 示 す 図
【 図 ３ （ ｂ ） 】 図 ２ 中 の 各 導 線 の 容 量 値 を 示 す 図
【 図 ３ （ ｃ ） 】 図 ２ 中 の 各 導 線 に よ る Ｒ Ｃ 遅 延 の 遅 延 時 間 を 示 す 図
【 図 ４ 】 従 来 の ジ グ ザ グ 形 状 の 導 線 が 配 置 さ れ た フ ァ ン ア ウ ト 区 域 を 説 明 す る た め の 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 液 晶 パ ネ ル の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板 の 回 路 説 明 図
【 図 ６ （ ａ ） 】 図 ５ の Ｅ 部 分 の 拡 大 図
【 図 ６ （ ｂ ） 】 導 線 Ｌ １ と キ ャ パ シ タ Ｃ １ と が 並 列 に 接 続 さ れ た と き の 等 価 回 路 図
【 図 ６ （ ｃ ） 】 図 ５ に 示 す 液 晶 パ ネ ル の 補 償 回 路 区 域 ５ １ と 異 な る 補 償 回 路 区 域 ５ １ ’ の
例 を 示 す 図
【 図 ６ （ ｄ ） 】 導 線 Ｌ １ と キ ャ パ シ タ Ｃ ’ １ と が 直 列 に 接 続 さ れ た と き の 等 価 回 路 図
【 図 ７ （ ａ ） 】 図 ５ 中 の 各 導 線 の 抵 抗 値 を 示 す 図
【 図 ７ （ ｂ ） 】 図 ５ 中 の 各 導 線 の 総 容 量 値 を 示 す 図
【 図 ７ （ ｃ ） 】 図 ５ 中 の 各 導 線 に よ る Ｒ Ｃ 遅 延 の 遅 延 時 間 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ ０ 　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板
　 １ ２ 　 走 査 線
　 １ ３ 　 デ ー タ 線
　 １ ４ 　 外 部 リ ー ド 接 合 区 域
　 １ ５ 　 導 線
　 １ ５ １ 、 １ ５ ２ 、 １ ５ １ ’ 、 １ ５ ２ ’ 　 導 線
　 １ ６ 、 １ ６ ’ 　 フ ァ ン ア ウ ト 区 域
　 １ ８ １ 、 １ ８ ３ 　 デ ー タ
　 ５ ０ 　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 基 板
　 ５ １ 、 ５ １ ’ 　 補 償 回 路 区 域
　 ５ ２ 　 走 査 線
　 ５ ３ 　 デ ー タ 線
　 ５ ４ 　 外 部 リ ー ド 接 合 区 域
　 ５ ５ 　 導 線
　 ５ ６ 　 フ ァ ン ア ウ ト 区 域
　 ５ ５ ２ 　 導 線 の ジ グ ザ グ 形 状 部 分
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ （ ａ ） 】 【 図 ３ （ ｂ ） 】
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【 図 ３ （ ｃ ） 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ （ ａ ） 】
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【 図 ６ （ ｂ ） 】 【 図 ６ （ ｃ ） 】

【 図 ６ （ ｄ ） 】

【 図 ７ （ ａ ） 】

【 図 ７ （ ｂ ） 】

【 図 ７ （ ｃ ） 】
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